
活
力
と
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

● 

美
し
い
自
然
環
境
と
多
様
な
生
態
系

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
人
と
自
然
の

つ
な
が
り
を
後
世

に
受
け
継
ぐ
た
め

の
教
育・啓
発
を

行
い
、
自
然
資
源

の
循
環
を
守
り

続
け
ま
す
。

● 

文
化
遺
産・景
観
を
守
り
、
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
、
観
光
と
の
融
合
に
取

り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
保
存・保
全
と
活
用
と
の
好
循

環
を
実
現
し
ま
す
。

● 

都
市
機
能
の
拠
点
エ
リ
ア
への
集
約
や
、

ま
ち
な
か
居
住
の
誘
導
な
ど
空
間
の

密
度
を
高
め
、コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
に

戻
し
つ
つ
、
再
開
発
な
ど
で
中
心
部
の

新
陳
代
謝
を
盛
ん
に
し
ま
す
。

● 

地
域
で
の
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

存
続
が
見
込
め
な
い
集
落
に
あ
って
は
、

住
民
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
最
寄
り
の

生
活
拠
点
や
周
辺
集
落
へ
の
移
転
を

促
す
と
と
も
に
、
効
果
的・効
率
的
な

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現

● 

大
気・水・土
壌
環
境
等
を
保
全
し
、

健
康
被
害
ゼ
ロ
を
継
続
し
ま
す
。

● 

下
水
道
、
合
併
処
理
浄
化
槽
、
集
落

排
水
施
設
の
整
備
を
進
め
、
生
活
排

水
処
理
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

● 

動
物
の
愛
護
や
適
正
な
管
理
を
進
め
、

犬
猫
の
殺

処
分
ゼ
ロ

に
向
け
た

取
組
を
強

化
し
ま
す
。

● 
ご
み
の
発
生
を
で
き
る
限
り
抑
え
、

排
出
さ
れ
た
ご
み
を
可
能
な
限
り
資

源
と
し
て
再
生
利
用
す
る
仕
組
み
を

強
化
し
ま
す
。

● 

消
費
者
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
消

費
者
教
育
や
相
談
体
制
を
強
化
し
ま

す
。

くらし やすさを高める　地域 を創る

暮らしやすさを高める和歌山魅力のある地域を創造する和歌山
良好な生活環境を保ち、３Ｒ

（リデュース・リユース・リサイク
ル）や省エネルギー、再生可能エネ

ルギー利用を進めるとともに、福祉サー
ビスを充実し、高齢者や障害のある人が自

分らしく暮らし、子どもたちが育った環境に左
右されることなく成長できる環境を整備することで、

快適で楽しく暮らせる和歌山をめざします。

人口減少等が進む中、住民
自らが主体的に考え、行政と一

体となった地域づくりを推進します。
また、コンパクトな都市や暮らしやすい

中山間地域づくり、交通ネットワークのさ
らなる充実を進めるとともに、各地域の自然・

歴史・文化を固有の魅力として磨き上げるなど、魅
力的な地域を創造する和歌山をめざします。

将来像

4
将来像

5

計画の推進
● 毎年度、本計画に掲げた目標の進捗状況を確認し、必要に
応じ事業の見直しを行うとともに、新たな施策を展開します。

● 市町村や関西広域連合、さらに企業・大学・関係団体・ＮＰＯ
等の多様な主体とも連携・協力します。

● 国に対して、権限の委譲、制度の創設・改正、相応の財源
措置等を求めていきます。

● 

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
削
減
す
る

た
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
や
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
進

め
ま
す
。

主
な
目
標

■ 

汚
水
処
理
人
口
普
及
率

　
80
％（
２
０
１
５
年
度：61
％
）

■ 

温
室
効
果
ガ
ス
年
間
排
出
量

　
２
０
３
０
年
度
に
１
，６
３
３
万
ｔ

　
（
２
０
１
３
年
度：２
，０
４
１
万
ｔ
）

支
え
合
う
福
祉
の
充
実

● 

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
医
療・介
護・

予
防・住
ま
い・生
活
支
援
が一体
的
に

提
供
さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」の
構
築
を
進
め
ま
す
。

● 
施
設
等
へ
の
入
所
を
望
む
高
齢
者
に

対
応
す
る
た
め
の
施
設
整
備
を
進
め

ま
す
。

● 

自
宅
で
の
生
活
を
望
む
高
齢
者
に
必

要
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
ま
す
。

● 

障
害
の
あ
る
人
が
社
会
を
構
成
す
る

一
員
と
し
て
自
ら
社
会
活
動
に
参
加

し
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

● 

経
済
的
困
窮
状
態
に
あ
る
家
庭
の
就

業
、
子
育
て
、
生
活
を
社
会
全
体
で

支
援
し
、
貧
困
の
世
代
間
連
鎖
を
断

ち
切
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

● 

児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
、
性
暴
力
の
根
絶

に
取
り
組
み
ま
す
。

● 

保
育・介
護
人
材
の
育
成・確
保
に
取

り
組
み
ま
す
。

主
な
目
標

■ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
全
市
町
村

■ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
数

　
２
０
３
０
年
度
に
８
，１
０
０
床

　
（
２
０
１
５
年
度：５
，９
１
９
床
）

● 

地
域
や
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
た
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
移
住・定
住
や
二
地
域
居
住

に
よ
り
人
の
流
れ
を
創
出
し
ま
す
。

主
な
目
標

■ 

郊
外
の
開
発
抑
制
に
向
け
た
都
市
計
画

の
策
定
着
手
市
町
数

　
23
市
町（
２
０
１
５
年
度：９
市
町
）

■ 

年
間
移
住
世
帯
数

　
１
，０
０
０
世
帯

　
（
２
０
１
５
年
度：１
１
３
世
帯
）

地
域
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

● 

高
速
道
路
や
県
内
の
幹
線
道
路
を
早

期
に
整
備
し
、
県
内
主
要
都
市
間
の

２
時
間
移
動
や
、
県
内
３
時
間
移
動

を
実
現
し
ま
す
。

● 

関
西
国
際
空
港
の
利
用
促
進
、
南
紀

白
浜
空
港
や
各
港
湾
の
機
能
強
化
を

図
り
、
多
く
の
交
流
人
口
や
活
発
な

物
流
を
創
り
出
し
ま
す
。

● 

紀
淡
海
峡
ル
ー
ト
の

早
期
実
現
や
紀
勢
本

線
へ
の
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ

ト
レ
イ
ン
の
導
入
に

向
け
た
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

主
な
目
標

■ 

高
速
道
路
の
予
定
延
長
に
対
す
る
供
用
率

　
１
０
０
％

■ 

南
紀
白
浜
空
港
の
年
間
利
用
者
数

　
15
万
人（
２
０
１
５
年
度：12
万
７
千
人
）

く たか わかやまそうぞうちいきみりょく わかやま

暮らしやすさを高める和歌山魅力のある地域を創造する和歌山

詳しくは、ホームページをご覧ください。 和歌山県長期総合計画

分別して
資源にしよう！
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